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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ターボ機械に関係する少なくとも一つの装備品（１０）を駆動するためにターボ機械（
４）に装着され、ハウジング（１３）と、前記ハウジングの内部の駆動チェーン（１４）
とともに、前記ターボ機械のトランスミッションシャフトと係合するための動力取出し部
材を包含し、前記ターボ機械および前記装備品への装着ポイント（１２）を前記ハウジン
グが包含する、ギヤボックスであって、前記駆動チェーンは相互に角度を成す複数の連続
ギヤラインで構成され、前記ハウジング（１３）は、少なくとも一つのジャンクション境
界面に組み付けられる少なくとも二つの連接部分であって、相互に角度を成し、ギヤライ
ン（１５，１６，１７）の一つを各々が収容する少なくとも二つの連接部分を包含し、前
記連接部分（２７，２８；４５，４６）が個別に形成されるとともに、前記ジャンクショ
ン境界面において相互に組み立てられていることを特徴とする、ギヤボックス。
【請求項２】
　前記連接部分の前記ジャンクション境界面が前記連接部分に対して傾斜していることを
特徴とする、請求項１に記載のギヤボックス。
【請求項３】
　前記連接部分の前記ジャンクション境界面が前記ハウジングの屈曲部の対角線上にある
ことを特徴とする、請求項２に記載のギヤボックス。
【請求項４】
　前記連接部分の前記ジャンクション境界面が前記連接部分の一つの主要面に平行である
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ことを特徴とする、請求項１に記載のギヤボックス。
【請求項５】
　前記連接部分の前記ジャンクション境界面が前記主要面に属することを特徴とする、請
求項４に記載のギヤボックス。
【請求項６】
　前記駆動チェーンが、前記連接部分の前記ジャンクション境界面（３０）と一致する係
合ジャンクション（４７）を有するギヤを包含することを特徴とする、請求項１に記載の
ギヤボックス。
【請求項７】
　前記ギヤが両方のギヤラインのジャンクションギヤであることを特徴とする、請求項６
に記載のギヤボックス。
【請求項８】
　前記連接部分の前記ジャンクション境界面が前記連接部分に対して傾斜しており、前記
両方のギヤラインの前記ジャンクションギヤがベベル歯車で構成されることを特徴とする
、請求項７に記載のギヤボックス。
【請求項９】
　前記連接部分の前記ジャンクション境界面が前記連接部分の一つの主要面に平行であり
、前記ギヤがスパー歯車（１８ａ，１８ｂ）で構成されることを特徴とする、請求項６に
記載のギヤボックス。
【請求項１０】
　前記連接部分が、少なくとも一つの直線状ブランチ（１，２）と前記直線状ブランチに
組み付けられる一部円形のブランチ（３）とを包含し、前記ギヤライン（１５，１６，１
７）の各々が、すべて同一平面に垂直な回転軸線を有する歯車で構成されることを特徴と
する、請求項１に記載のギヤボックス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の分野は、ターボ機械から発生される運動を、当該ターボ機械から突出するラジ
アルシャフトを通り、ターボ機械の動作またはこのターボ機械により推進される航空機の
他の装置に不可欠であるポンプや発電機などのターボ機械に関係する様々な部品（装備品
）へ伝達するための、ターボ機械に設けられる動力取出しギヤボックスである。本発明で
は、ボックスハウジングは分割され、組立部分で構成される。
【背景技術】
【０００２】
　ギヤボックスは駆動チェーンを実質的に包含し、当該駆動チェーンはラジアルシャフト
の運動をハウジングの内側の装備品へ伝達するように互いに係合する歯車全体で構成され
る。そのため、このチェーンは、ターボ機械のラジアルシャフトと、装備品の動力取出し
シャフトとに接続される。ギヤシャフトは所望の位置でターボ機械に装着され、そしてギ
ヤボックスに装備品が装着される。特許文献１には、周知の設計のギヤボックスが記載さ
れている。簡潔に表すと、ターボ機械の駆動シャフト、ラジアルシャフト、そしてハウジ
ング内のスパー歯車で構成される駆動チェーンを包含する実際のギヤボックスが設けられ
ている。装備品は、ターボ機械への装着部と反対の側でボックスに配置される。歯車のす
べての軸線が平行であるため、特許文献１のギヤボックスは単一のギヤラインを包含する
。
【０００３】
　ギヤラインとは、駆動チェーンに属して原則的に相互に係合している隣接ギヤによるセ
ットを意味するものであり、その歯車は同じ平面または平行な平面に配置される。すなわ
ち、歯車の回転軸線はすべて平行（この平面またはこれらの平行平面に垂直）であり、相
互に直接係合している歯車が同じ平面に延在すると考えられる。しかし、同じ回転軸線上
に整列される歯車が設けられる場合には、ギヤラインは平行な平面上で連続しうる。



(3) JP 6218846 B2 2017.10.25

10

20

30

40

50

【０００４】
　全体サイズの縮小を図るためには、従来設計のような単一のギヤラインではなく、異な
る平面上において複数のギヤラインを含む駆動チェーンを備えたギヤボックスを用いるこ
とが好ましい。これらのギヤラインは連続しており、非平行な軸線を有するジャンクショ
ンギヤにより結合される。駆動チェーンが波の形状（曲面状）であるため、一定の長さを
有しなければならない単一のギヤラインのみが存在する場合には避けられない大きな径方
向、軸方向、および角度全体のサイズ（これらの大きな全体サイズにはそれぞれの欠点が
見られる。）をすべて回避することができ、これにより、実際には全長にわたってターボ
機械に隣接した状態とすることが可能である。
【０００５】
　全体サイズの縮小を維持するためには、ギヤボックスのハウジングが、複数のギヤライ
ンのうちの一つを各々が収納する複数のブランチで構成され、これらのブランチがそのギ
ヤラインの方向と一致する主要延在方向を有することが合理的であろう。しかし、この場
合は、複雑な成型品が製造されなければならず、または大量の材料が必要となり、成形の
困難さまたは長い加工時間を必要としうる。そのため、鋳造または機械加工が使用される
かどうかに関係なく、ハウジングの製造コストは高くなってしまう。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】米国特許出願公開番号第２０１２／０００６１３７Ａ号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　発明の本質的な目的は、異なる方向に延在するいくつかの連続ブランチで構成されるギ
ヤボックスのハウジングの製造コストを削減することと、これにより複数のギヤラインで
構成される駆動チェーンを備えたギヤボックスの使用に一層の関心を集めることである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明によれば、ハウジングは、複数のブランチに対応する単純な形状を有する複数の
個別部分であって、別々に製造された後にジャンクション境界面で相互に組み立てられる
個別部分から構成される。これらの部分は、概して単純な形状を有し、例えば直線状か半
円形であって充分に短い。そのため、これらの部分は、ユニットハウジングよりも、そし
て、形状が単純であってもその長さが長いために製造コストがかかる単一ギヤラインを備
える従来のボックスのハウジングよりも、全体的に低い製造コストが得られうる。
【０００９】
　有利には、ハウジングの組立部分の間のジャンクション境界面がギヤラインのジャンク
ション境界面（ジャンクションギヤの係合部分）と一致しているため、組立の前にギヤラ
インの両端部がハウジング部分の両端部と同一平面にあってこれから明白に突出しない。
そのため、ギヤボックスのハウジング部分の取り扱い、そしてその組立が容易となる。し
かし、このジャンクション境界面の一致は、必ずしも必要なわけではない。一致が見られ
る場合には、いくつかの実施形態が考えられうる。例えば、ジャンクション境界面はブラ
ンチにおいて傾斜し、ジャンクションギヤはスパーまたはベベル（かさ）歯車から構成さ
れる。あるいは、ジャンクション境界面がハウジング部分の一つの主要面の一つに配置さ
れ、ジャンクションギヤはスパーまたはベベル歯車から構成される。
【００１０】
　本発明のいくつかの実施形態が以下の図によって説明される。他の実施形態が可能であ
ることと、この説明は純粋に例示的であることとは明白である。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明を具体化したギヤボックスを図示している。
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【図２】本発明を具体化したギヤボックスを図示している。
【図３】本発明を具体化したギヤボックスを図示している。
【図４】本発明を具体化したギヤボックスを図示している。
【図５】本発明がどのようにしてこのギヤボックスに応用されるかを図示している。
【図６】本発明がどのようにしてこのギヤボックスに応用されるかを図示している。
【図７】本発明がどのようにしてこのギヤボックスに応用されるかを図示している。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　ギヤボックスの一実施形態が、最初の図１～４によって説明される。図１によれば、ギ
ヤボックスは、外側ハウジングを包含する三次元形状を有する。外側ハウジングは、平行
かつ直線状である二つの末端ブランチ１，２と、これらのブランチを接続するとともにこ
れらに垂直である一部円形の中央ブランチ３とを備える。図２に示すように、このギヤボ
ックスは、例えば高圧体の代わりにターボ機械の周りに載置される。具体的には、末端ブ
ランチ１，２が径方向両側の発電機に対してターボ機械４の軸線方向に載置されて、結果
的に中央ブランチ３もターボ機械に沿ってその周りに延在される。ターボ機械の動力取出
しは、ターボ機械４に属する従来のラジアルシャフトから直接的に、または別のケーシン
グに属してラジアルシャフトと係合する中間シャフトを通して行われうる。駆動（ラジア
ルまたは中間）シャフトの位置として適用可能ないくつかの位置が、図１に参照符号９で
記されている。
【００１３】
　また、ギヤボックスにより駆動される装備品１０は、上面６、周面７、および前面８と
ともに、中央ブランチ３の径方向外面１１にも取り付けられうる。ターボ機械４へのギヤ
ボックスの装着は、ハウジング１３に配置される装着ポイント１２のボルト締結により実
行されうる。このとき、可能であればターボ機械４と例えばボックスの複数の内面５との
間に楔体または他の中間支持体を使用することでターボ機械への装着が行われる。装備品
１０は、他の装着ポイント１２によりハウジング１３に装着される。
【００１４】
　図３に示すように、ギヤボックスは、三つのブランチ１，２，３の周囲を画定するハウ
ジング１３と、ハウジング１３に収容される駆動チェーン１４とから本質的に構成されて
いる。また、三つのギヤライン１５，１６，１７は互いに区別され、それぞれが当該のブ
ランチ１，２，３に収納されている。ギヤライン１５，１６，１７の各々は、歯車、概し
て相互に係合して直線スパーギヤ装置を形成する歯車１８を包含し、これらの歯車１８の
複数の軸線１９は、ハウジング１３の開口部２０を通過することにより、装備品１０の可
動部品を回転駆動するのに利用される。歯車１８の数、その直径およびその歯車比ととも
に、装備品１０の駆動軸線１９を画定する開口部２０の位置は、伝達されることが望まし
い回転速度と装備品１０の位置とに応じて、かなり自由に選択されうる。開口部２１は、
歯車１８のいずれかと係合している駆動ピニオン２２をさらに包含する駆動シャフト９を
入れるために設けられている。
【００１５】
　図４は、駆動チェーン１４を単独で表す。三つのギヤライン１５，１６，１７の間の接
続は、非平行な軸線を有するジャンクションギヤ２３，２４により行われる。その各々は
、ギヤライン１７の端部の歯車１８と一体的かつ同軸である第１ベベルピニオン２５と、
他のギヤライン１５，１６の一方の端部の歯車１８とやはり一体的かつ同軸である第２ベ
ベルピニオン２６とで構成されうる。このように、ジャンクションギヤ２３，２４は、駆
動チェーン１４の連続性と、単一の駆動ピニオン２２により駆動チェーン１４を全体とし
て動かす機能とを保証する。また、ギヤライン１５，１６，１７の各々がハウジング１３
のブランチ１，２，３の方向に配向されることを可能にする。
【００１６】
　本発明による三次元屈曲形状のギヤボックスにおいてハウジング１３のブランチを接続
するための屈曲部分が、以下さらに詳しく説明される。図５に示されるように、二つの連
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接ブランチ（ここではブランチ１およびブランチ３）により形成される屈曲部そのものに
（例えば）ジャンクションギヤ２３を載置することが可能である。本発明による複雑な形
状のハウジング１３を直接的に構築すると費用がかかるため、ブランチの各々に固有の部
分、ここではブランチ１，３の部分２７，２８として構築され、必要に応じてガスケット
または中間フランジを挿入した状態で相互にボルト締結されるフランジにより組み立てら
れる。
【００１７】
　図５の実施形態において、フランジ２９はハウジング部分２７，２８の間にジャンクシ
ョン境界面を画定している。この境界面は、ブランチ１，３の主要延在方向に対して傾斜
しており、正確には屈曲部の対角線である、屈曲部と交差する平面に延在する。このとき
、ベベルピニオン２５，２６のジャンクションは、平面状のジャンクション境界面に延在
する。そのため、ベベルピニオン２５，２６は、組み立てられる前のハウジング部分２７
，２８の開口部と同一平面にあり、さらに、すべての歯車１８が、ハウジング部分２７，
２８の各々の内側に平行な軸線１７を有し、ギヤラインの各々は個別のハウジング部分に
属する。これらの特徴の両方が、ハウジングの設計とハウジング部分２７，２８の組立と
を単純化する。
【００１８】
　別の有利かつ可能な実施形態が、図６に示されている。ここで、ジャンクション境界面
は、ブランチ１，３の主要面、ここではブランチ３の内面３１の平面と平行に延在してい
る。ブランチ１の端面の代用として、このジャンクション境界面は前出のものと類似のフ
ランジ３０により画定される。この設計の利点は、ハウジング部分４５，４６にはベベル
端部領域が設けられていないため、形状が単純化されていることである。ジャンクション
境界面と同一平面である端部を持つ複数の部分に駆動チェーンが分割されるという前出の
実施形態に見られる利点は、ベベルピニオン２５，２６により画定されるギヤラインのジ
ャンクションベベルギヤがブランチの一つ（ここではブランチ３）に全体として配置され
、ギヤライン（ここではギヤライン１５）の一つに属するとともにスパー歯車１８（ここ
では１８ａ，１８ｂ）により形成されるジャンクションギヤを駆動チェーン１４が含み、
その係合ジャンクション４７がジャンクション境界面３０と一致する場合に、維持される
。この設計の若干の欠点は、他のものと異なる方向を有する軸線１９を持つ歯車（１８ａ
）をハウジング部分４６が含み、ゆえにこの箇所に若干の複雑性が導入されることである
。
【００１９】
　ブランチの形状、特にこれにより形成される角度が何であれ、またギヤボックスのブラ
ンチの数がいくつであれ、図示されていないブランチ２，３の間のジャンクションについ
て、また概して異なる方向のブランチの接続について、類似の構成も推奨されうる。
【００２０】
　力学的な観点から見て同等の設計は、図７に示される平面上の直線ピニオン４８および
リングギヤ４９でベベルピニオン２５，２６を置き換えて、実施形態の他の詳細は変更し
ないことであろう。
【符号の説明】
【００２１】
　１，２　末端ブランチ
　３　中央ブランチ
　４　ターボ機械
　５　内面
　６　上面
　７　周面
　８　前面
　９　駆動シャフト
　１０　装備品
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　１１　径方向外面
　１２　装着点
　１３　ハウジング
　１４　駆動チェーン
　１５，１６，１７　ギヤライン
　１８　歯車
　１８ａ　スパー歯車
　１８ｂ　スパー歯車
　１９　駆動軸線
　２０，２１　開口部
　２２　駆動部分、駆動ピニオン
　２３，２４　ジャンクションギヤ
　２５　第１ベベルピニオン
　２６　第２ベベルピニオン
　２７，２８　ハウジング部分
　２９　フランジ
　３０　フランジ、ジャンクション境界面
　３１　内面
　４５，４６　ハウジング部分
　４７　係合ジャンクション
　４８　直線ピニオン
　４９　リングギヤ
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